
 

 

 

 

 

 

新しい学校と地域の関係 

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）で 

学校・地域は こうなる！！ 
   全国各地で行われているコミュニティ・スクール。 

その特色のある取り組みを紹介します。 

 

地域に貢献する教育活動  地域清掃などのボランティア活動 

             子どもが活動するお祭りの企画や司会 

 

子どもを育てる地域活動  登下校の安全確保、 

             地域と一緒に行う「あいさつ運動」 

 

共に学ぶ学習活動     健康づくり（健康カレンダー、健康ウオーク） 

             町民運動会、町民芸術祭、共学授業、地域安全マップづくり 

 

ボランティアが活躍する教育活動  ゲストティーチャー 

（栽培活動、読み聞かせ、クラブ活動） 

サポートティーチャー 

                 （丸つけ先生、教科支援、放課後支援） 

 

ひとつひとつ取り上げるときりがないほど、様々な活動が学校と家庭と地域の連携で行わ

れています 

置戸町は社会教育の町として上記と似たような取り組みが行われてきました。 

これからは小中一貫教育へ向けて、これまでに行われた地域からの支援とは違ったところ

で様々な活動が準備され取り組まれていきます。 

各地の取り組みにより次のような成果が認められているそうです。 

①子どもたちの地域への参加を通して、協力することから地元を支え盛り上げようとする 

郷土を愛する気持ちが高まる。 

②学校支援を通して、保護者・住民の学校に対する当事者意識が深まる。 

③学校の積極的情報発信により、学校理解と学校を支える地域基盤づくりにつながる。 

 

広く住民の皆様のご協力をお願いいたします。 

置戸町教育委員会 

コミュニティ・スクールだより 

（学校運営協議会だより） 令和２年１１月１日発行 


